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テ
ロ
等
準
備
罪
法
案
に
お
け
る
テ
ロ
リ
ズ
ム
集
団
の
定
義
に
関
す
る
質
問
主
意
書

組
織
的
な
犯
罪
の
処
罰
及
び
犯
罪
収
益
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
（
「
本
法
」
と
い
う
。
）
に
関
し
て
、
三
月
二
十
一
日
に

閣
議
決
定
さ
れ
た
本
法
改
正
案
の
第
六
条
の
二
で
は
、
「
テ
ロ
リ
ズ
ム
集
団
そ
の
他
の
組
織
的
犯
罪
集
団
の
団
体
の
活
動
と
し

て
、
当
該
行
為
を
実
行
す
る
た
め
の
組
織
に
よ
り
行
わ
れ
る
も
の
」
と
し
て
、
実
行
主
体
を
定
義
し
て
い
る
。

三
月
七
日
の
毎
日
新
聞
は
以
下
の
よ
う
に
報
じ
て
い
る
。
「
政
府
は
七
日
、
「
共
謀
罪
」
の
成
立
要
件
を
絞
っ
た
「
テ
ロ
等

準
備
罪
」
を
新
設
す
る
組
織
犯
罪
処
罰
法
改
正
案
に
「
テ
ロ
リ
ズ
ム
集
団
」
の
文
言
を
加
え
る
修
正
を
行
い
、
自
民
、
公
明
両

党
の
法
務
部
会
で
提
示
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
与
党
に
示
し
た
案
に
は
「
テ
ロ
」
の
文
字
が
な
く
」
批
判
が
出
て
い
た
。
「
修
正

案
は
、
適
用
対
象
で
あ
る
「
組
織
的
犯
罪
集
団
」
の
前
に
「
テ
ロ
リ
ズ
ム
集
団
そ
の
他
の
」
と
い
う
言
葉
を
追
加
。
テ
ロ
等
準

備
罪
は
呼
称
で
あ
る
た
め
、
正
式
に
は
「
テ
ロ
リ
ズ
ム
集
団
そ
の
他
の
組
織
的
犯
罪
集
団
に
よ
る
実
行
準
備
行
為
を
伴
う
重
大

犯
罪
遂
行
の
計
画
」
が
罪
名
と
な
る
。
成
立
要
件
な
ど
に
変
更
は
な
い
。
部
会
で
は
、
法
務
省
の
担
当
者
が
「
テ
ロ
リ
ズ
ム
集

団
は
組
織
的
犯
罪
集
団
の
典
型
の
た
め
、
あ
え
て
明
記
す
る
必
要
は
な
い
と
考
え
て
い
た
。
再
検
討
し
、
テ
ロ
等
準
備
罪
の
対

象
を
よ
り
正
確
に
理
解
で
き
る
と
考
え
た
」
な
ど
と
説
明
し
た
」
。

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、
以
下
質
問
す
る
。

一



一

既
存
の
日
本
の
法
体
系
で
は
、
「
テ
ロ
リ
ズ
ム
集
団
」
と
い
う
概
念
は
な
い
も
の
と
承
知
し
て
い
る
が
、
か
か
る
理
解
で

よ
い
か
。
現
行
の
法
令
上
、
「
テ
ロ
リ
ズ
ム
集
団
」
と
い
う
用
語
が
定
義
さ
れ
て
い
る
場
合
、
当
該
法
令
と
そ
の
条
文
を
明

示
さ
れ
た
い
。

二

本
法
改
正
案
の
第
六
条
の
二
で
い
う
「
テ
ロ
リ
ズ
ム
集
団
」
の
定
義
を
示
し
、
そ
の
具
体
例
を
明
示
さ
れ
た
い
。

三

本
法
改
正
案
の
第
六
条
の
二
で
い
う
「
テ
ロ
リ
ズ
ム
集
団
」
と
「
そ
の
他
の
組
織
的
犯
罪
集
団
」
は
明
確
に
区
別
さ
れ
る

も
の
で
あ
る
の
か
。
区
別
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
違
い
が
あ
る
の
か
。

四

本
法
改
正
案
の
第
六
条
の
二
で
い
う
「
テ
ロ
リ
ズ
ム
集
団
そ
の
他
の
組
織
的
犯
罪
集
団
」
に
関
し
て
、
「
テ
ロ
リ
ズ
ム
集

団
」
を
除
い
た
「
そ
の
他
の
組
織
的
犯
罪
集
団
」
に
つ
い
て
定
義
を
示
す
と
と
も
に
、
そ
の
具
体
例
を
明
示
さ
れ
た
い
。

五

本
法
改
正
案
の
与
党
審
査
の
段
階
で
、
「
法
務
省
の
担
当
者
が
「
テ
ロ
リ
ズ
ム
集
団
は
組
織
的
犯
罪
集
団
の
典
型
の
た

め
、
あ
え
て
明
記
す
る
必
要
は
な
い
と
考
え
て
い
た
。
再
検
討
し
、
テ
ロ
等
準
備
罪
の
対
象
を
よ
り
正
確
に
理
解
で
き
る
と

考
え
た
」
」
こ
と
は
事
実
で
あ
る
の
か
。

六

五
に
関
連
し
て
、
政
府
は
本
法
改
正
案
の
意
思
決
定
過
程
に
お
い
て
、
「
テ
ロ
リ
ズ
ム
集
団
は
組
織
的
犯
罪
集
団
の
典
型

の
た
め
、
あ
え
て
明
記
す
る
必
要
は
な
い
」
と
考
え
、
「
テ
ロ
等
準
備
罪
の
対
象
を
よ
り
正
確
に
理
解
で
き
る
」
と
考
え
た

二



た
め
に
「
テ
ロ
リ
ズ
ム
集
団
」
な
る
文
言
を
挿
入
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
か
か
る
文
言
の
挿
入
は
、
本
法
改
正
案
で
い
う
テ
ロ

等
準
備
罪
の
構
成
要
件
に
変
更
を
生
じ
さ
せ
た
も
の
で
は
な
い
と
い
う
理
解
で
よ
い
か
。

七

本
法
改
正
案
の
与
党
審
査
を
経
て
、
「
テ
ロ
リ
ズ
ム
集
団
」
な
る
文
言
が
挿
入
さ
れ
た
も
の
と
考
え
る
が
、
か
か
る
経
緯

に
関
わ
ら
ず
、
「
テ
ロ
リ
ズ
ム
集
団
」
な
る
文
言
が
わ
が
国
の
法
体
系
上
、
初
め
て
用
い
ら
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
明
確
に
本

法
改
正
案
上
で
定
義
が
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

八

本
法
改
正
案
で
「
テ
ロ
リ
ズ
ム
集
団
」
な
る
文
言
が
明
確
に
定
義
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
、
罪
刑
法
定
主
義
に
反
す
る
の

で
は
な
い
か
。
例
え
ば
、
本
法
の
第
二
条
に
は
法
令
上
の
用
語
の
定
義
に
係
る
条
文
が
置
か
れ
て
い
る
が
、
こ
の
部
分
な
ど

で
「
テ
ロ
リ
ズ
ム
集
団
」
な
る
文
言
を
明
確
に
定
義
し
て
お
く
べ
き
で
は
な
い
か
。
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

三


